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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月8日(2016.9.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　廃棄物（５０）を収容する１つ以上の廃棄物容器（２０）と、前記１つ以上の容器（２
０）の廃棄物の状態を検知するために前記１つ以上の廃棄物容器（２０）上に設けられた
１つ以上のセンサ機構（３０、４０）から、無線通信ネットワーク（７０）を介して１つ
以上の信号を受信するサーバシステム（１００）と、を含む、廃棄物収集システム（１０
）であって、
　前記サーバシステム（１００）が、前記１つ以上の信号を受信したことに応じて、１つ
以上の廃棄物収集車両（１５０）が前記１つ以上の廃棄物容器（２０）から廃棄物を収集
するための最適ストラテジを計算すべく動作可能であり、
　前記１つ以上の容器（２０）の前記センサ機構（３０、４０）がそれぞれ、対応する廃
棄物容器（２０）内の廃棄物の体積を特定する廃棄物状態センサ機構と、前記対応する廃
棄物容器（２０）の空間位置を特定する空間位置特定センサとを含み、
　前記センサ機構（３０、４０）が、前記センサ機構（３０、４０）に関連付けられた前
記容器（２０）の廃棄物収集を実施してそこから廃棄物（５０）を収集する必要があるこ
とを利用者が前記サーバシステム（１００）に伝達することを可能にする利用者作動式入
力センサを含む、
ことを特徴とする、廃棄物収集システム（１０）。
【請求項２】
　前記サーバシステム（１００）が、前記１つ以上の廃棄物容器（２０）に影響を及ぼす
パラメータ（Ａ）によって定義された多次元探索空間を探索して前記最適ストラテジを決
定するためにモンテカルロシミュレーションを用いるべく動作可能であることを特徴とす
る、請求項１に記載の廃棄物収集システム（１０）。
【請求項３】
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　前記１つ以上の容器（２０）の前記１つ以上のセンサ機構（３０、４０）が、前記廃棄
物（５０）が健康被害を招き得る発酵状態にあるか否かを特定し、かつ対応する情報を特
定して、前記廃棄物収集システム（１０）を制御するサーバシステム（１００）に送信す
るように構成されており、前記１つ以上のセンサ機構が、前記廃棄物（５０）の発酵及び
／又は生分解レベルを測定する温度センサ及びメタンセンサの組み合わせを含むことを特
徴とする、請求項１及び２のいずれか一項に記載の廃棄物収集システム（１０）。
【請求項４】
　前記１つ以上の廃棄物容器（２０）から前記廃棄物（５０）を収集している間に前記最
適ストラテジを実質的にリアルタイムで動的に修正するために、前記１つ以上の車両（１
５０）の空間位置及びそれらの廃棄物収容状態を実質的にリアルタイムで検知する車両セ
ンサ機構が、前記１つ以上の廃棄物収集車両（１５０）に提供されることを特徴とする、
請求項２及び３のいずれか一項に記載の廃棄物収集システム（１０）。
【請求項５】
　前記サーバシステム（１００）が、前記１つ以上の車両（１５０）の１以上の事業者に
よる、前記廃棄物容器（２０）のうちの１つ以上から廃棄物（５０）を収集するための競
争入札を可能にする利用者ポータルを含むことを特徴とする、請求項１から４のいずれか
一項に記載の廃棄物収集システム（１０）。
【請求項６】
　前記サーバシステム（１００）が、
　前記廃棄物容器（２０）のうちの１つ以上から廃棄物（５０）を収集するために前記１
つ以上の車両（１５０）の１以上の事業者から提示された複数の入札価格を受け付ける複
数の作業依頼を計算するための１つ以上の信号を生成し、
　前記１つ以上の車両（１５０）の１つ以上の車両状態を検知するために１つ以上の信号
を前記１つ以上の車両（１５０）の前記１つ以上のオペレータから受信し、
　前記廃棄物容器（２０）のうちの１つ以上から廃棄物（５０）を収集するために前記１
つ以上の車両（１５０）の前記１つ以上のオペレータから提示された前記複数の入札価格
から最低入札価格を選択し、
　前記最低入札価格の選択について前記１つ以上の車両（１５０）の前記１以上の事業者
に通知し、
　前記廃棄物容器（２０）のうちの１つ以上からの廃棄物（５０）の収集時まで前記作業
依頼を追跡するように構成されることを特徴とする、請求項５に記載の廃棄物収集システ
ム（１０）。
【請求項７】
　１つ以上の信号を用いて複数の作業依頼が計算され、前記複数の作業依頼が、容器の前
記廃棄物状態センサ機構（３０、４０）及び前記空間位置特定センサから提供された信号
、並びに車両の種類及び状態に基づくことを特徴とする、請求項６に記載の廃棄物収集シ
ステム（１０）
【請求項８】
　前記システム（１００）が前記１つ以上の車両（１５０）の前記１以上の事業者の車両
状態を受信するように構成されており、前記車両状態が前記１つ以上の車両（１５０）の
１以上の事業者によって予め入力されることを特徴とする、請求項６又は７に記載の廃棄
物収集システム（１０）。
【請求項９】
　請求項１に記載の廃棄物収集システム（１０）で用いる廃棄物容器（２０）であって、
前記廃棄物容器（２０）の廃棄物の状態を特定し、かつ対応する情報を、前記廃棄物収集
システム（１０）を制御するサーバシステム（１００）に送信するためのセンサ機構（３
０、４０）を備え、
　前記１つ以上の容器（２０）の前記センサ機構（３０、４０）がそれぞれ、対応する廃
棄物容器（２０）内の廃棄物の体積を特定する廃棄物状態センサ機構と、前記対応する廃
棄物容器（２０）の空間位置を特定する空間位置特定センサとを含み、
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　前記センサ機構（３０、４０）が、前記センサ機構（３０、４０）に関連付けられた前
記容器（２０）の廃棄物収集を実施してそこから廃棄物（５０）を収集する必要があるこ
とを利用者が前記サーバシステム（１００）に伝達することを可能にする利用者作動式入
力センサを含む、
ことを特徴とする、廃棄物容器（２０）。
【請求項１０】
　廃棄物（５０）を収容する１つ以上の廃棄物容器（２０）と、前記１つ以上の容器（２
０）の廃棄物の状態を検知するために前記１つ以上の廃棄物容器（２０）上に設けられた
センサ機構（３０、４０）から、無線通信ネットワーク（７０）を介して１つ以上の信号
を受信するサーバシステム（１００）と、を含む廃棄物収集システム（１０）を動作させ
る方法であって、
　前記１つ以上の信号を前記センサ機構（３０、４０）から受信するように前記サーバシ
ステム（１００）を動作させることと、
　１つ以上の廃棄物収集車両（１５０）が前記１つ以上の廃棄物容器（２０）から廃棄物
を収集するための最適ストラテジを前記１つ以上の信号から計算することと、
　前記１つ以上の容器（２０）の前記センサ機構（３０、４０）のそれぞれに、対応する
廃棄物容器（２０）内の廃棄物の体積を特定する廃棄物状態センサ機構と、前記対応する
廃棄物容器（２０）の空間位置を特定する空間位置特定センサとを組み込むことと、
　前記センサ機構（３０、４０）に関連付けられた前記容器（２０）の廃棄物収集を実施
してそこから廃棄物（５０）を収集する必要があることを利用者が前記サーバシステム（
１００）に伝達することを可能にする利用者作動式入力センサを含むように前記センサ機
構（３０、４０）を構成することと、
を含むことを特徴とする、方法。
【請求項１１】
（ｃ）前記１つ以上の廃棄物容器（２０）に影響を及ぼすパラメータ（Ａ）によって定義
された多次元探索空間を探索して前記最適ストラテジを決定するためにモンテカルロシミ
ュレーションを用いるように前記サーバシステム（１００）を動作させることを含むこと
を特徴とする、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
（ｄ）　前記廃棄物（５０）が健康被害を招き得る発酵及び／又は生分解状態にあるか否
かを特定するように、前記１つ以上の容器（２０）の前記１つ以上のセンサ機構（３０、
４０）を動作させることと、
（ｅ）　対応する情報を特定し、前記廃棄物収集システム（１０）を制御する前記サーバ
システム（１００）に送信することと、
（ｆ）　温度センサ及びメタンセンサの組み合わせを含むよう前記１つ以上のセンサ機構
を構成し、前記廃棄物（５０）の発酵及び／又は生分解レベルを測定することと、を含む
ことを特徴とする、請求項１０又は１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記１つ以上の廃棄物容器（２０）から前記廃棄物（５０）を収集している間に前記最
適ストラテジを実質的にリアルタイムで動的に修正するために、前記１つ以上の車両（１
５０）の空間位置及びそれらの廃棄物収容状態を実質的にリアルタイムで検知する車両セ
ンサ機構を、前記１つ以上の廃棄物収集車両（１５０）に提供することを含むことを特徴
とする、請求項１１又は１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記１つ以上の車両（１５０）の事業者による、前記廃棄物容器（２０）のうちの１つ
以上から廃棄物（５０）を収集するための競争入札を可能にする利用者ポータルを、前記
サーバシステム（１００）を介して提供することを含むことを特徴とする、請求項１０～
１３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　装置の処理手段で実行されると、前記装置に、請求項１０～１４のいずれか一項に記載
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の方法を遂行させるように構成されるプログラム命令を備える、コンピュータプログラム
。
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